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1
Lee Tae Sao教 授講演会

ア リス トテ レス魂論

開催日

企画班

企画者

講演者

2008年8月7日

論理 ・情報班

納 富信 留

Mark L. McPherran(Simon Fraser University)

 論理 と感性 を中心 とする 「心」の学問研究は、

古代ギリシアで本格的に始 まった。「魂」(psych�)

という概念 を 「身体」(s�a)と の対置で哲学的

主題 に位置づ けたのはソクラテス とプラ トンで

あったが、学園アカデメイアで学んだアリス トテ

レスは、「魂」を自然学の中心主題 として検討 し、

主著 『魂 について』(De anima)を 遺 した。

 韓国ソウル国立大学 ・哲学科で長年、古代ギ リ

シア哲学(主 にアリス トテレス)を 教えてこられ

た李泰秀(Lee Tae Soo)教 授を、2008年6月 に

慶應にお招 きし、アリス トテレスの魂論について

講義 していただいた。李教授は、『魂 について』

第1巻 の2カ 所(409a7-409a1Q411a27-411b30)

と第2巻 の1カ 所(413b11-414a3)に 注 目し、ア

リス トテレスが生物の再生メカニズムをどう扱 っ

たかを検討 した。

 「魂 とは、有機的な身体 の第一現実態である」

とは、アリス トテレスが与えた有名な定義である。

とすると、魂 と身体は1者 の2側 面ということに

なるが、その関係をめぐっては近年も研究者の間

で大きな論争が続いている。古代ギリシアにおい

て 「魂」は生命原理 として、身体全体の生命現象

を司るもの と見なされていた。だが、もし植物や

下等動物が分裂して2個 体 になったら、魂 も2つ

になるのか。あるいは、身体の部分が切断された

後 も短時間であれ生命現象 を維持 したなら、その

部分に 「魂(の 部分)」 が存在 したことになるの

ではないか。生物の現象観察から引き起こされる

こういった一見奇妙な問いは、アリス トテレスの

魂理論に困難な問題を投げかける。

 個体の同一性や統一性 をめ ぐる問題は、現代の

クロー ン技術や臓器移植 といった主題にもつなが

る。李教授はこの問題か ら、「魂」についてアリ

ス トテレスがどう独 自の思索を展開したか、哲学

的刺激に満ちた議論を展開された。20名 ほどの学

生や研究者が講演に参加 し、質疑 をつうじて活発

な議論を行った。

                 (納富信留)
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